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第１３回安岐町子どもフェスティバル
安岐町

　３月18日㈰、安岐町コミュニティ広場で「第13回
安岐町子どもフェスティバル」が開催されました。１
分間に箸でどれだけの豆を皿に移せるか競う「豆つま
み」などのチャレンジランキング大会やビンゴ大会等
に町内の幼児や小学生約150人が参加。
　安岐町の中・高校生でつくるジュニアリーダークラ
ブ「せっぺの会」（稙田祐太朗会長・国東農工高校３
年・40人）が企画・運営する子どものためのイベン
トで、この一年間の地域のボランティア活動や、子ど
も向けのレクリエーションの研修を受け、その成果を
発表する場として実施しています。

国見町

三遊亭歌之介講演会
　３月15日㈭、午後７時30分から国見町みんなんか
んホールで「三遊亭歌之介」講演会が行われました。
講師の三遊亭歌之介さんが「感謝のプラス思考～元
気は笑いから」と題して、日常生活の中の笑いの大切
さを鹿児島弁を交えながら講演。終始会場は笑いにつ
つまれ、約200名の参加者が元気をもらいました。

国東町

国東町

舟つくり・倉つくり

伊藤家のひなまつり

　旧暦の１月14日に、地区内のこの１年間に嫁を迎え
た家には「宝舟」を、婿を迎えた家には「宝倉」を作
って新婚家庭を祝う伝統行事「舟つくり・倉つくり」
が、３月３日㈯に下成仏区で行われました。
　今年祝いを受けたのは、同区の高根恒誠さん・律子
さん夫妻。午後10時過ぎに高根さん宅に集合した市
消防団下成仏班の皆さんは、庭先に竹やござを使って
宝舟をつくり、「打ち込み」をして夫婦円満・子孫繁
栄を祈りました。

武蔵町

安岐町

丸小野子ども修正鬼会
　丸小野の仲西、柿園地区に伝わる伝統行事「丸小野
子ども修正鬼会」（市指定無形民俗文化財）が、３月
４日㈰に催されました。五穀豊穣、無病息災を祈願し
て、毎年旧暦の１月15日に行われており、今年は３人
の鬼役の子ども達が座元で杯の儀を行った後、太鼓と
ほら貝の音を合図に家を飛び出し地区内の小高い山に
ある神社に登り、「香水」の舞を披露。最後は小さな
たいまつで見物客の腰や足元をたたいて無病息災を
祈願しました。

　重藤の「伊藤家の囲炉裏」でNPO法人えにしネッ
ト主催の伊藤家のひなまつりが２月25日㈰から一週
間にわたって開催されました。
　囲炉裏のある古民家を改装した会場には、明治から
平成までのひな人形が飾られ、近所の小学生をはじめ
多くの人が訪れました。

安岐小学校がアルミ缶の回収で車椅子寄贈
　安岐小学校がアルミ缶回収による収益金で車椅子
３台を市社会福祉協議会に寄贈しました。３月７日㈬
に同校体育館で行われた寄贈式で、児童代表の前期
児童会長の岩下由梨弥さん、後期児童会長の佐藤真
由さん（共に６年）、新児童会長の佐藤真奈さん（５
年）が、「みんなでかんばってアルミ缶を集めまし
た。福祉のために役立ててください。」と同協議会の
中井安生副会長に贈呈しました。同校では、アルミ缶
の回収運動を15年前から行っており、今回の３台を
含め、これまでに16台の車椅子を寄贈しています。

国東町

100歳の高木新さん　郷和大学を修了
　３月22日㈭、アストくにさきマルチホールで平
成18年度郷和大学閉講式が開催され、今年２月で
100歳を迎え、皆勤で修了した高木新さん（国東
町鶴川）に、福田克彦国東地区公民館長から修了
証書が、見初稔運営委員長から記念の楯が手渡さ
れました。
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